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法人会ニュース

そうそう

支
部
自
慢
コ
ー
ナ
ー　

　

小
高
支
部

　

ま
だ
ま
だ
明
る
い
真
夏
の
夕
方
５
時
半
。

　

小
高
浮
舟
ふ
れ
あ
い
広
場
に
気
心
の
知

れ
た
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

㈿
小
高
ス
タ
ン
プ
会
が
企
画
し
た
『
ふ

れ
あ
い
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
』
の
ひ
と
コ
マ
で

す
。

「
な
か
な
か
似
合
う
で
な
い
の
！
」

「
い
や
〜
、慣
れ
な
い
事
で
大
変
な
の
よ
！
」

「
生
ビ
ー
ル
の
お
か
わ
り
・
・
・
」

「
は
い
。
す
ぐ
持
っ
て
き
ま
す
」

広
場
に
、
非
日
常
の
会
話
が
弾
み
ま
す
。

　

な
じ
み
の
商
店
の
主
人
が
、
奥
さ
ん
が

声
を
掛
け
合
っ
て
営
業
し
ま
し
た
。

 

ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を
!



平成 22 年 8 月 25 日（2）第　36　号 法人会ニュース　そうそう

第
35
回
通
常
総
会
開
催

平成22年度予算
会費収入
9,970,000 円

事業収入
2,250,000 円

補助金収入
3,573,000 円

管理費
8,680,000 円

法人税引当金
150,000 円

予備費支出
1,331,889 円 前年度繰越金

5,850,889 円

推進費収入
4,260,000 円

利子収入雑収入
818,000 円

収
入
の
部

支
出
の
部

社会貢献活動費取崩収入
300,000 円支出合計

27,021,889
収入合計

27,021,889

事業費
16,860,000 円

平成21年度決算

事業収入
2,318,770 円

補助金収入
3,864,400 円

管理費
7,547,612 円

次期繰越収支差額
5,850,889 円

推進費収入
4,572,000 円

前年度繰越金
6,507,009 円

利子収入雑収入
748,651 円

収
入
の
部

支
出
の
部

法人税引当金
150,000 円

社会貢献活動引当金
300,000 円

支出合計
27,948,330

収入合計
27,948,330

事業費
14,099,829 円

会費収入
9,937,500 円

　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
の
第
35

回
の
通
常
総
会
が
去
る
５
月
25
日

（
火
）
午
後
２
時
よ
り
原
ノ
町
駅

前
の
ラ
フ
ィ
ー
ヌ
に
て
、
６
８
５

名
の
委
任
状
を
含
む
７
９
７
名
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

鈴
木
副
会
長
の
開
会
に
引
き
続

き
熊
川
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ご
来

賓
と
顧
問
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、

永
年
本
部
・
支
部
役
員
表
彰
を
始

め
、
優
良
経
理
担
当
者
表
彰
、
経

営
者
大
型
保
障
制
度
推
進
表
彰
が

行
わ
れ
、
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
社
団

法
人
福
島
県
法
人
会
連
合
会
表
彰

者
並
び
に
財
団
法
人
全
国
法
人
会

総
連
合
功
労
者
表
彰
者
の
伝
達
が

行
わ
れ
会
場
よ
り
一
段
と
大
き
な

拍
手
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
さ
れ

長
谷
川
相
馬
税
務
署
長
よ
り
祝
辞

を
賜
り
、
税
制
行
政
の
協
力
に
対

し
感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
事
の
審
議
に
入
り
、
第
１
号

議
案
平
成
21
年
度
事
業
経
過
報
告

並
び
に
収
支
決
算
が
報
告
通
り
承

認
さ
れ
、
次
に
第
２
号
議
案
平
成

22
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
が
上
程
さ
れ
、

満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
藤
沢
副
会
長
の
閉
会
に
て
総

会
を
終
了
し
た
。

　

引
き
続
き
記
念
講
演
会
が
開
か

れ
、
平
間
総
合
法
律
事
務
所
の
平

間
浩
一
弁
護
士
様
が
「
司
法
の
現

在
（
い
ま
）」
と
題
し
て
ご
講
演

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
・
講
師
を
交
え

た
懇
親
会
が
和
や
か
に
開
催
さ

れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を

一
層
深
め
た
。

長谷川相馬税務署長

相談役の方々 ご来賓の方々
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平成 22 年度表彰者

総 会 記 念 講 演 会

１、本部役員表彰
　　渡部　忠直

２、支部役員表彰
　　斎藤　健一（原町支部）
　　佐々木勝男（飯舘支部）
　　岩本　清孝（双葉支部）

３、優良経理担当者表彰
　　新地支部 目黒　寿恵 ㈲目黒鉄工
　　相馬支部 反畑　順子 医療法人社団茶畑会
　　鹿島支部 伊賀久美子 みどりのキャベツ㈲
　　原町支部 渡辺美智子 ㈲相双器材
 林　　裕子 ㈱諸井緑樹園
 荒　　正子 ㈱諸井緑樹園
 木幡　桂子 関場建設㈱
 石井きい子 ㈱シマ商会
　　飯舘支部 松原誠一郎 ㈲コミヤソーイング
　　浪江支部 井戸川望美 ㈱伊藤商店
　　双葉支部 宮下　季子 双葉日立生コン㈱
　　大熊支部 齋藤　秀子 ㈲斎藤瓦工業所

日　時 平成22年５月25日㈫午後４時
会　場 ラフィーヌ（原ノ町駅前）
講　師 平間総合法律事務所
 　　　弁護士　平間浩一氏
テーマ 【司法の現在】

▶
渡
部　

忠
直
様

▶
斎
藤　

健
一
様

▶
木
幡　

桂
子
様

◀
岩
本　

清
孝
様
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厳
し
い
企
業
経
営
を
強
い
ら
れ
て

お
り
、
全
国
の
会
員
数
が
百
万
社

を
切
る
現
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
会
員
の

皆
様
が
新
規
会
員
の
加
入
推
進
を

図
り
足
腰
の
強
い
法
人
会
に
し
た

い
。
ま
た
、
福
利
厚
生
制
度
推
進

関
係
の
経
営
者
大
型
保
障
制
度
に

つ
い
て
も
特
段
の
加
入
推
進
を
お

願
い
し
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
後
、

表
彰
状
授
与
式
が

行
わ
れ
た
。
そ
の

後
議
事
の
審
議
に

入
り
、
平
成
21
年

度
事
業
経
過
報
告

並
び
に
収
支
決
算

承
認
の
件
、
平
成

22
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支

予
算
（
案
）
承
認

の
件
、
役
員
補
充

選
任
の
件
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、
異

議
な
く
承
認
さ
れ

た
。
役
員
補
充
選

任
に
つ
い
て
は
㈳

い
わ
き
法
人
会
の

小
野
久
太
郎
氏
を

選
任
し
た
。

＊ 

相
双
法
人
会
受
賞
者
は
つ
ぎ
の

と
お
り

○ 

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　

理
事　

鈴
木
清
重
氏

　

理
事　

伊
藤
博
人
氏

○ 

福
島
県
法
人
会
連
合
会
表
彰

　

副
会
長　

太
田
宏
明
氏

　

常
任
理
事　

渡
部
忠
直
氏

○ 

経
営
者
大
型
保
障
制
度
推
進
表
彰

　

銀
賞　

会
長　

熊
川
喜
八
郎
氏

　

社
団
法
人
福
島
県
法
人
会
連
合

会
の
第
25
回
の
通
常
総
会
が
去
る

６
月
４
日
㈮
午
後
３
時
30
分
よ
り

福
島
市
の
福
島
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
に
は
仙
台
国
税
局
課
税
第

二
部
長
秋
田
秀
実
様
は
じ
め
多
数

の
ご
来
賓
と
役
員
が
出
席
さ
れ
た
。

船
生
芳
重
会
長
よ
り
経
済
情
勢
の

悪
化
に
伴
い
、
会
員
の
皆
様
に
は

㈳
福
島
県
法
人
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

源泉所得税事務集中処理センター室の設置について
　仙台国税局では、源泉所得税事務の一層の効率化を図ることを目的として、平成22年７月に「源
泉所得税事務集中処理センター室」を設置し、宮城県、山形県及び福島県内の28税務署における
納付指導事務のうち、納付照会ハガキの発送や納付照会ハガキの未回答者の一部に対する電話照会
について、集中処理を実施します。
　これに伴い、次の点が変更になります。
①　納付照会ハガキは、源泉所得税事務集中処理センター室からの発送となります。
②　納付照会ハガキの返送先は、源泉所得税事務集中処理センター室となります。
③ 　源泉所得税事務集中処理センター室から、源泉所得税の納付状況等を電話で照会させていただ
く場合があります。

集中処理
センター室
の名称等

１ 名　　称 仙台国税局　源泉所得税事務集中処理センター室
２ 所 在 地 宮城県仙台市若林区卸町３丁目８－５
  仙台中税務署内
３ 電話番号 ０５７０－０５－９０１２
  　（ナビダイヤル：市内通話料金で御利用いただけます。）
  IP電話等を御利用の場合
  ０２２－２３６－９５４１（通常通話料金）
  ※携帯電話からナビダイヤルを御利用の場合は、通常の通話料金となります。
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着
任
の
あ
い
さ
つ

　
相
馬
税
務
署
長　

坂
本　

芳
次
郎

相馬税務署幹部職員異動のお知らせ
平成22年７月10日発令

部　門 お世話になります お世話になりました
官　職 氏　名 前任署 氏　名 発令事項

署　　長 坂本芳次郎 札幌派遣国税庁
主任監察官 長谷川精作 関東信越国税局

課税第二部　酒税課長
管理運営  
第一部門

統括国税  
徴収官　 市川　　功

仙台北税務署
管理運営第四部門
統括国税徴収官

髙橋　義行 郡山税務署
納税専門官

個人課税
第一部門

統括国税
調査官　 佐藤　 正弘

米沢税務署
個人課税第一部門
統括国税調査官

小山　高平
仙台南税務署
個人課税第一部門
統括国税調査官

徴収部門 統括国税
徴収官　 白幡健太郎

福島税務署
管理運営第一部門
総括上席徴収官

井上　忠征
秋田南税務署
徴収部門
統括国税徴収官

総 務 課 総務係長 佐藤　　学
仙台北税務署
特別調査官（資産）
国税調査官

鈴木　和孝
仙台国税局
徴収部管理運営課
実査官

 

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
札
幌
派

遣
国
税
庁
主
任
監
察
官
か
ら
、
相

馬
税
務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
坂
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
団
法
人
相
双
法
人
会
並
び
に

熊
川
会
長
は
じ
め
、
役
員
、
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
相
双
地
区
の
勤
務
は
初
め

て
に
な
り
ま
す
が
、
早
速
管
内

十
二
市
町
村
を
回
り
、
そ
の
広
大

さ
と
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
人
間

味
溢
れ
る
温
か
い
土
地
柄
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
「
相
馬
野
馬
追
」
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

千
年
以
上
と
い
わ
れ
る
伝
統
文
化

を
継
承
し
、
古
式
豊
か
な
甲
冑
を

身
に
ま
と
っ
た
騎
馬
武
者
の
勇
壮

華
麗
な
様
子
に
感
銘
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

相
双
法
人
会
は
、
税
知
識
の
普

及
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
り
適

正
・
公
正
な
申
告
納
税
制
度
の
確

立
と
円
滑
な
税
務
行
政
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
団

体
で
あ
り
、
税
務
研
修
の
開
催
や

租
税
教
育
、
税
務
広
報
の
会
報
へ

の
掲
載
な
ど
税
務
行
政
の
円
滑
な

運
営
に
資
す
る
活
動
を
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
恒
例
に
な
り
ま
し

た
相
双
地
方
の
海
岸
線
の
一
斉
海

浜
清
掃
作
業
を
行
う
な
ど
社
会
貢

献
活
動
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る

な
ど
、「
よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す
も

の
の
団
体
」
と
し
て
の
活
動
に
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
大
変

心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
に
施

行
さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
、
法
人
会
は
新
公
益
法
人
制

度
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
、
組
織
の
充
実
・
強

化
及
び
事
業
活
動
の
一
層
の
充
実

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
認
定
を
日
指

す
移
行
期
間
中
は
、

様
々
な
ご
苦
労
が
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
当
署
と
い
た
し

ま
し
て
も
円
滑
な
移

行
に
向
け
ま
し
て
で

き
る
限
り
の
協
力
と

助
言
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
公
平

課
税
の
実
現
及
び
納

税
環
境
の
整
備
の
た

め
に
は
法
人
会
の
ご

協
力
が
、
不
可
欠
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
促
進
に
つ
き

ま
し
て
、
会
員
企
業

は
も
と
よ
り
、
役
員

や
従
業
員
な
ど
皆
様

の
所
得
税
確
定
申
告

書
等
の
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

利
用
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会

の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
繁

栄
を
祈
念
し
ま
し
て
、

着
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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今
年
度
の
「
あ
い
の
沢
イ
ベ
ン

ト
広
場
周
辺
の
清
掃
作
業
」
は
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
も

三
十
人
と
昨
年
よ
り
も
多
く
の

会
員
さ
ん
に
参
加
頂
き
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
訪
れ
る
来
場
者
に
、

気
持
ち
良
く
美
し
い
景
色
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

想
い
で
、
会
員
一
丸
と
な
り
清
掃

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
は
、
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
草
刈
り
・
草
集
め
・
草
の

運
搬
を
行
い
、
目
い
っ
ぱ
い
の
二

時
間
程
で
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
清
掃
作
業
で
汗
を
か

い
た
体
を
、
毎
年
入
浴
を
提
供
し

て
頂
い
て
い
る
き
こ
り
さ
ん
に

て
汗
を
流
し
、
美
味
し
い
朝
食
を

頂
き
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
貢
献
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
に
貢
献
し
法

人
会
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

飯
舘
支
部

社会貢献活動

小高支部（村上海水浴場）

原町支部
（北泉海浜総合公園）

荒井支部長あいさつ

相馬支部（原 尾浜海水浴場）

鹿島支部（烏崎海浜公園）

区一斉海浜清掃作業

平成 22 年７月 10 日
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富岡支部（富岡海浜）
　

新
地
支
部
は
、
新
地
町
の
釣

師
浜
海
水
浴
場
を
清
掃
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
天
気
が
良
く
、

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
暑
か
っ

た
の
で
す
が
、
海
風
が
心
地
よ

く
、
さ
わ
や
か
な
状
況
で
楽
し

く
清
掃
作
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

海
水
浴
場
は
七
月
十
七
日
に

海
開
き
と
な
り
、「
来
て
頂
く

方
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
頂

け
る
様
」
に
と
、
参
加
者
全
員

が
心
を
込
め
て
清
掃
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差

す
団
体
と
し
て
、
地
域
の
た
め

に
社
会
貢
献
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
地
支
部

社会貢献活動

浪江支部（棚塩・中浜海岸）

大熊支部（熊川海水浴場）

双葉支部（双葉海水浴場）

新地支部（釣師浜海水浴場）

飯舘支部
（村民の森　あいの沢）

第 5 回　相双地区



平成 22 年 8 月 25 日（8）第　36　号 法人会ニュース　そうそう

青
年
部
会

部
会
長

松
本　

伸
一

部会
だより

事務局
紹介

　

こ
の
度
三
月
よ
り
新
し
く
事
務

局
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
菱
川
文
雄
と
申
し
ま
す
。

　

大
変
不
慣
れ
で
会
員
の
方
々
に

は
ご
迷
惑
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯

努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
為
に
な
る
事
業
活
動
を

考
え
・
提
案
等
し
、
今
ま
で
以
上

『
魅
力
あ
る
法
人
会
』
を
め
ざ
す

よ
う
、『
入
っ
て
良
か
っ
た
法
人

会
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
、
心
が
け

励
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
導
ご

撻
の
ほ
ど
何
と
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
を
開
く
事
が
で
き
、
大

変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
総
会
後
、
署
長
に

よ
る
「
酒
税
に
つ
い
て
」

の
講
話
を
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
と

し
ま
し
て
、
毎
年
、
青
年

部
会
で
相
双
地
区
を
二
〜

三
校
開
催
し
て
き
ま
し
た

租
税
教
室
を
、本
年
度
は
、

八
校
に
ま
で
増
や
し
開
催

す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
青
年

部
会
と
し
て
今

後
の
事
業
の
あ

り
方
は
、
全
法

連
青
年
部
会
の

張
会
長
が
、
全

国
青
年
の
集
い

の
挨
拶
の
中
で

述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
我
々
青

年
部
会
が
も
っ

と
将
来
担
う
子

供
た
ち
に
「
租

税
」
の

教
育
に

関
わ
っ

て
行
く

べ
き
だ

と
、
そ
の
為
に
は
、「
租

税
教
室
」
の
開
催
を
率
先

し
て
行
う
事
が
重
要
で

あ
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し

た
。私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

こ
の
相
双
は
、
各
支
部
の

青
年
部
が
各
地
区
の
学
校

を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
つ
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち

に
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
会

員
自
ら
講
師
と
な
る
わ
け

で
す
か
ら
「
税
」
に
つ
い
て
我
々

が
再
認
識
出
来
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
全
て
の
学
校
で

開
催
さ
れ
る
事
が
、
今
後
、
我
々

の
事
業
の
一
つ
と
考
え
て
行
く
べ

き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

十
月
十
五
日
に　

全
国
青
年
の

集
い
「
と
ち
ぎ
大
会
」、
十
一
月

五
日
に　

会
員
研
修
会
「
福
島

大
会
」、
と
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
会
員
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
会
員

研
修
会
〔
租
税
教
室
勉
強
会
〕・

会
員
交
流
会
な
ど
を
行
う
予
定
で

あ
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

五
月
七
日　

ホ
テ
ル
ふ
た
ば
や
に

於
い
て
、
長
谷
川
税
務
署
長
様
、

髙
橋
統
括
官
様
、
熊
川
会
長
を
ご

来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
無
事
総

事
務
局
長

菱
川　

文
雄

６
月
15
日　

視
察
研
修

金
融
資
料
館
に
て
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女
性
部
会

部
会
長番

場
三
和
子

支
部
だ
よ
り

の
役
員
変
更
と
い
う
こ
と
で
ご
承

認
頂
き
、
一
年
間
務
め
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
得
な
が
ら
楽
し
い
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
七
月
十
日
に
は
、
最
初
の

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
海
浜
清

掃
が
実
施
さ
れ
、
多
数
の
会
員
の

方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
県
連
会
員
研
修
大
会

は
、
郡
山
で
十
月
二
十
六
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
租
税
教
室

　

五
月
七
日
、
第
十
六
回
総
会
が

長
谷
川
税
務
署
長
、髙
橋
統
括
官
、

熊
川
会
長
様
達
の
御
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

席
上
椎
谷
部
会
長
の
ご
事
情
で

ま
だ
在
任
期
間
が
一
年
あ
り
ま
す

が
、
暫
定
と
し
て
部
会
長
に
不
肖

番
場
三
和
子
、
副
部
会
長
に
高
野

ヒ
デ
子
さ
ん
、
佐
藤
美
智
子
さ
ん

へ
の
参
加
、
研
修
会
等
を
通
し
て

会
員
同
志
の
親
睦
と
、
さ
ら
に
は

組
織
力
の
強
化
へ
も
つ
な
が
れ
ば

よ
り
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

社団法人相双法人会相馬支部
地域振興・社会貢献　記念講演会
日時　平成 22 年６月 10 日㈭
演題　「時事問題について」
講師　福島民報社　戸井田　淳 様
場所　 岩の子　松川浦スポーツセ

ンター体育館

社団法人相双法人会相馬支部

地域振興・社会貢献
パークゴルフ大会
日時　平成 22 年６月 10 ㈭　
場所　松川浦パークゴルフ場

４月８日　法人会全国女性フォーラム
岡山大会（岡山シンフォニーホール）

部長他３名参加

５月７日　第６回総会（相馬・ふたばや）
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新規会員紹介
自平成21年 12月 16日
至平成22年 8月 15日

　

今
年
の
夏
は
、
連
日
の
猛

暑
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
も

大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

　

県
内
で
も
熱
中
症
で
数
十

人
が
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
、

六
十
代
か
ら
八
十
代
の
女
性

な
ど
数
名
の
死
亡
が
判
明
し

て
お
り
ま
す
。真
夏
日
が
一
ヶ

月
近
く
も
続
く
近
年
に
な
い

異
常
気
象
は
、
暑
さ
の
た
め

外
出
や
買
い
物
に
出
か
け
ら

れ
な
い
な
ど
経
済
に
も
大
き

な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

又
局
地
的
に
は
集
中
豪
雨
や

猛
暑
に
よ
り
野
菜
が
高
騰
、

不
況
に
追
い
撃
ち
の
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

日
本
列
島
、
太
陽
の
季
節

の
あ
と
は
台
風
銀
座
、
油
断

大
敵
自
然
の
力
！

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　

自
己
管
理
と
危
機
意
識
の

喚
起
で
頑
張
る
べ
〜
。とし

あ
き

編

集

後

記

編

集

後

記

　

今
春
、
大
阪
よ
り
転
任
し
相
双

法
人
会
さ
ま
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
素
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
の
普

及
推
進
に
あ
た
り
格
別
な
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
弊
社
が
受
託
し
て
お
り

ま
す
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

は
、
来
年
を
も
っ
て
制
度
創
設
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
制
度
が
発

足
し
た
時
代
は
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
と

い
う
大
き
な
衝
撃
に
見
舞
わ
れ
た

時
代
で
し
た
。「
経
営
者
が
万
一

不
測
の
事
態
に
陥
っ
て
も
、
会
員

企
業
を
守
り
た
い
」
と
い
う
法
人

会
さ
ま
の
強
い
想
い
か
ら
誕
生
し

ま
し
た
当
制
度
は
、
今
で
は
ご
加

入
企
業
数
が
18
万
社
を
超
え
、
国

内
で
も
屈
指
の
経
営
者
保
険
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
想
い
は
同

じ
で
す
。
先
行
き
不
透
明
な
昨
今

で
す
が
、
推
進
員
一
丸
と
な
り
相

双
法
人
会
さ
ま
の
負
託
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

今
後
も
お
客
さ
ま
に
「
最
高
の
安

心
」
と
「
最
大
の
満
足
」
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

受
託
会
社

大
同
生
命
保
険
㈱

相
双
営
業
所
長

藤
永　

叙
宏

支部名 社　　名

相　馬

特定非営利活動法人
オール相馬軍ソフト倶楽部

相馬総合卸売市場㈱

中村印刷㈱

鹿　島 ㈲クサノ金物

原　町
㈲上原樹苗

エコ・ステーション
ハラマチ㈱

小　高 ㈱アグリファームみらい

浪　江 ㈲生活建業

大　熊

㈲アイ・エム・ピー

㈱エス・ケー企画

㈲丸添商店

富　岡 大和田建設㈱

平
成
22
年
９
月
よ
り

入
会
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

新規会員募集新規会員募集


